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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の軸に対して回転自在に設けられた綱車と、
　前記綱車の外周面に形成され、エレベーターのかごを懸架するための主ロープが巻き掛
けられた綱溝と、
　前記綱車の下方に設けられた支持台と、
　前記支持台に取り付けられた清掃用ブラシと、
　前記清掃用ブラシが設けられたブラシ保持具と、
　前記清掃用ブラシの下方に配置され、前記清掃用ブラシを伝って流れ落ちてきた油塵を
受けるための油塵受けと、
を備え、
　前記清掃用ブラシは、前記ブラシ保持具がボルトによって前記支持台の所定位置に固定
されることにより、エレベーターの通常運転時、その先端部が前記綱溝に対して下方から
常に接触し、
　前記綱車の外周面に、複数の前記綱溝が形成され、
　前記ブラシ保持具は、前記綱溝毎に配置され、それぞれが前記支持台に対して個別に着
脱自在な
ことを特徴とするエレベーターの巻上機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、綱車の清掃機能を備えたエレベーターの巻上機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、エレベーターの保守時に、巻上機に備えられた綱車を清掃するた
めの装置が開示されている。特許文献１に記載のものでは、ゴム製の清掃へらを綱車の綱
溝に当てた状態で綱車を低速回転させ、綱溝に付着している油塵を取り除いている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－５４８５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のものでは、綱車の綱溝に当てる清掃へらがゴム製であるため、摺動
抵抗が極めて大きい。このため、エレベーターの保守員は、エレベーターの保守時にわざ
わざ清掃へら（を備えた清掃具）を巻上機に設置しなければならず、手間が大きいといっ
た問題があった。また、清掃時には巻上機を低速運転させなければならず、保守時間が長
くなるといった問題もあった。
【０００５】
　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、その目的は、清掃に
必要な作業を大幅に簡素化できるとともに、綱車の綱溝を常にきれいな状態に保つことが
できるエレベーターの巻上機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係るエレベーターの巻上機は、所定の軸に対して回転自在に設けられた綱車
と、綱車の外周面に形成され、エレベーターのかごを懸架するための主ロープが巻き掛け
られた綱溝と、綱車の下方に設けられた支持台と、支持台に取り付けられた清掃用ブラシ
と、清掃用ブラシが設けられたブラシ保持具と、清掃用ブラシの下方に配置され、清掃用
ブラシを伝って流れ落ちてきた油塵を受けるための油塵受けと、を備え、清掃用ブラシは
、ブラシ保持具がボルトによって支持台の所定位置に固定されることにより、エレベータ
ーの通常運転時、その先端部が綱溝に対して下方から常に接触し、綱車の外周面に、複数
の綱溝が形成され、ブラシ保持具は、綱溝毎に配置され、それぞれが支持台に対して個別
に着脱自在なものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明に係るエレベーターの巻上機であれば、清掃に必要な作業を大幅に簡素化でき
る。また、エレベーターの保守時だけでなく、常に、綱車の綱溝をきれいな状態に保つこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１におけるエレベーターの巻上機の要部を示す正面図であ
る。
【図２】この発明の実施の形態１におけるエレベーターの巻上機の要部を示す側面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　この発明をより詳細に説明するため、添付の図面に従ってこれを説明する。なお、各図
中、同一又は相当する部分には同一の符号を付しており、その重複説明は適宜に簡略化な
いし省略する。
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【００１０】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１におけるエレベーターの巻上機の要部を示す正面図、図
２はこの発明の実施の形態１におけるエレベーターの巻上機の要部を示す側面図である。
【００１１】
　１はエレベーターのかご（図示せず）を駆動するための巻上機である。巻上機１には、
綱車２と清掃装置３とが備えられている。
　綱車２は、所定の軸に対して回転自在に設けられている。具体的に、綱車２は、基台４
にベアリング等を介して回転自在に支持された支持軸５に固定されている。綱車２は、外
形が円筒状を呈しており、その外周面に複数の綱溝６が形成されている。各綱溝６には、
エレベーターのかごを懸架する主ロープ（図示せず）が巻き掛けられている。エレベータ
ーのかごは、綱車２の回転に連動して主ロープがその長手に移動することにより、主ロー
プの移動方向に応じた方向に、昇降路内を昇降する。
【００１２】
　主ロープには、その内部の心綱に油が含まれているため、その油が主ロープの表面から
しみ出し、綱車２の綱溝６に付着する。このため、綱車２の綱溝６には、塵埃も付着し易
い。清掃装置３は、綱車２の綱溝６を清掃するためのものである。清掃装置３は、例えば
、支持台７及び８、清掃用ブラシ９、ブラシ保持具１０、油塵受け１１により、その要部
が構成される。
【００１３】
　支持台７は、ボルト１２によって巻上機１の基台４に、支持台８は、ボルト１３によっ
て支持台７の上面に設けられている。支持台７及び８は、綱車２の直下部に配置されてい
る。
【００１４】
　清掃用ブラシ９は、綱溝６を実際に清掃する清掃具を構成する。清掃用ブラシ９は、ブ
ラシ保持具１０の一面から突出するように、ブラシ保持具１０に設けられている。１４は
、ブラシ保持具１０を支持台８の上面に固定するためのボルトである。清掃用ブラシ９は
、ブラシ保持具１０がボルト１４によって支持台８に固定されることにより、ブラシ保持
具１０を介して支持台７及び８に取り付けられる。なお、ブラシ保持具１０がボルト１４
によって支持台８の所定の位置に固定されると、清掃用ブラシ９は、その先端部が、綱溝
６に対して下方から接触するように配置される。
【００１５】
　清掃用ブラシ９は、綱溝６に接触するその先端部が、綱溝６の溝形状に合わせて凸状に
形成されている。また、清掃用ブラシ９（及び、ブラシ保持具１０）は、綱溝６毎に個別
に設けられている。即ち、清掃用ブラシ９（及び、ブラシ保持具１０）は、１本の綱溝６
に対して１つ設けられており、それぞれが、支持台８に対して個別に取り付け及び取り外
しができるように構成されている。
【００１６】
　油塵受け１１は、清掃用ブラシ９を伝って流れ落ちてきた油塵を受けるためのものであ
る。油塵受け１１は、清掃用ブラシ９の下方に配置されており、清掃用ブラシ９を伝って
きた油塵を受け、その油塵が、巻上機１の基台４や、機械室・昇降路内の各機器に付着す
ることを防止する。本実施の形態では、油塵受け１１を巻上機１の基台４と支持台７との
間に配置し、油塵受け１１を、ボルト１２によって支持台７とともに基台４に固定する場
合を示している。
【００１７】
　上記構成の清掃装置３は、エレベーターの新設時、即ち、エレベーターの稼動開始時か
ら基台４に取り付けられている。本清掃装置３は、ブラシ製の清掃具によって綱溝６を清
掃するため、エレベーターの通常運転時に清掃を行っても特に問題は生じない。このため
、本清掃装置３では、綱車２が高速回転するエレベーターの通常運転時も、清掃用ブラシ
９の先端部を綱溝６に対して下方から常に接触させ、各綱溝６の清掃を行う。
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【００１８】
　上記構成の巻上機１であれば、綱溝６の清掃に必要な作業を大幅に簡素化できるととも
に、綱溝６を常にきれいな状態に保つことができる。エレベーターの保守時は、従来のよ
うに、清掃具の着脱を行ったり、綱溝６の清掃のために低速運転を行ったりする必要がな
く、その手間と作業時間とを大幅に低減させることができる。
【００１９】
　なお、清掃用ブラシ９が汚れたり、先端部が変形して清掃機能が低下したりした場合は
、エレベーターの保守時に、交換が必要な清掃用ブラシ９のみを新品のものに取り替えれ
ば良い。
　更に、上記構成の巻上機１であれば、巻上機１の内部やその周囲に油塵が飛び散ること
もなく、清潔な状態を常に保つことができる。
【符号の説明】
【００２０】
　１　巻上機
　２　綱車
　３　清掃装置
　４　基台
　５　支持軸
　６　綱溝
　７、８　支持台
　９　清掃用ブラシ
　１０　ブラシ保持具
　１１　油塵受け
　１２、１３、１４　ボルト

【図１】

【図２】
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